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研究報告 
 
 本研究は、平成28年度に採択された共同研究課題の継続申請の内容である。本研究に

おける一年目の実験では、インフラマゾーム実験系の習得ならびに予備データの蓄積を

中心に行い、核内増殖型RNAウイルスの配列が持つ自然免疫制御活性について予備デー

タ（ボルナウイルス様エレメントのミトコンドリアへの局在、ミトコンドリアによる 
ROSの産生に与える影響、NLRP3 inflammasome依存的なIL-1β産生やIFN-β産生に

与える影響）を得ることが出来た。さらに、本年度はボルナウイルスのタンパク質がミ

トコンドリア局在タンパク質と相互作用することを見いだした。今後はそのタンパク質

がインフラマゾームに与える影響を明らかにすることを計画している。 
 また、共同研究中のディスカッションにより、申請者がスクリーニングしている自然

免疫賦活化物質について、核内増殖型ウイルスであるインフルエンザウイルスワクチン

のアジュバントとして利用が可能かを検討した。予備実験により抽出した10種類ほどの

候補化合物について、そのアジュバント効果をインフルエンザワクチンを用いて検討し

たが、いずれについても有効性は確認できなかった。 
 

 
 
 


